






















2009 年 6 月）、「薄言」のほかに「薄」単独のデータを追加して、図版を添えて、
本論の細部を若干書き換えたものである。ただ、論旨・結論に変化はない。
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　『詩経』305 篇のなかで、「言」字は 173 句内に 201 字が数えられる。その 201 字
のなかで、「父母之言」（将仲子・一章）「諸兄之言」（将仲子・二章）のように、各
家の間に異同なく「いふ」「こと」あるいはそれらの同義の語で読まれる箇所は考




































































































































































① 65 葉② 51 葉③ 52 葉④ 48 葉⑤ 32 葉⑥ 46 葉⑦ 30 葉⑧ 41 葉⑨ 59 葉⑩ 34 葉⑪















































































































































































































































































































 （ 37 ）— 258 —
藤原惺窩の経解とその継承

























 藤しばらく / ほぼ・林ク・山しばらく・松いささか・後しばらく・佐しばらく
05:引 8・篇芣苡①・句薄言采之・惺 ①しばらくこゝにもとむ、②ほゞこゝにもとむ
 清①ここに、②われ・片われ
 藤ク / ボここに・林クここに・山クここに・松カここに・後クここに・佐クここに
06:引 8・篇芣苡①・句薄言有之・惺①しばらくこゝにえたり、②ほゞこゝにえたり
 清われ・片われ
 藤ク / ボここに・林クここに・山クここに・松（カ）ここに・後クここに・佐クここに
07: 引 8・篇芣苡②・句薄言掇之・惺①しばらくこゝにひろう、②ほゞこゝにひろう
 清われ・片われ
 藤ク / ボここに・林クここに・山クここに・松カここに・後クここに・佐クここに
08:引 8・篇芣苡②・句薄言捋之・惺①しばらくこゝにとる、②ほゞこゝにとる
 清われ・片われ
 藤ク / ボここに・林クここに・山クここに・松カここに・後クここに・佐クここに
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09:引 8・篇芣苡③・句薄言袺之・惺①しばらくこゝにつまどる、②ほゞこゝにつまどる
 清われ・片われ
 藤ク / ボここに・林クここに・山クここに・松カここに・後クここに・佐クここに
10:引 8・篇芣苡③・句薄言襭之・惺①しばらくこゝにつまばさむ、②ほゞこゝにつまばさむ
 清われ・片われ















































25:引 35･ 篇邶 ･ 谷風② ･ 句薄送我畿・惺しばらくわれをかどきはにおくる
 清ここに・片しばらく
 藤しばらく / ほぼ・林しばらく・山しばらく・松しばらく・後しばらく・佐しばらく
26:引 38・篇簡兮③・句公言錫爵・惺コウいふシャクをたまはんと
 清いはく・片いふ





































































































 藤ク不読・林カ〔カ / ク〕ここに・山クここに・松カここに・後クここに・佐クここに
57:引 178・篇采芑②・句薄言采芑・惺しばらくキをとる
 清われ・片われ

















































（ 44 ） — 251 —
 藤不読・林ここに・山ここに・松ここに・後ここに・佐ここに
73:引 209・篇楚茨⑤・句備言燕私・惺そなはってエンシせり










 藤われ・林ここに〔ここに / われ〕・山ここに・松ここに・後ここに・佐ここに
77:引 226・篇采綠①・句薄言歸沐・惺（ここ）にわれかへりモクせん
 清われ・片われ


























 （ 45 ）— 250 —
 清われ / いはく・片われ




 藤われ / ここに・林ここに・山ここに・松ここに・後ここに・佐ここに
87:引 243・篇下武③・句永言孝思・惺①ながくわれカウををもふ、②ながくここにカウあり
 清われ・片われ
 藤われ / ここに・林ここに・山ここに・松ここに・後ここに・佐ここに
88: 引 243・篇下武④・句永言孝思・惺①ながくわれカウををもふ、②ながくここにカウあり
 清われ・片われ
 藤われ / ここに・林ここに・山ここに・松ここに・後ここに・佐ここに
89:引 256・篇抑⑨・句言緡之絲・惺①われいとをつるにす、②ここにいとをつるにす
 清われ・片われ
























 清わが / われ・片いはば
 藤ボいはん / クここに・林クここに〔ク / ボいはん〕・山クいはん・松カいはん・後クこ
こに・佐クここに
藤原惺窩の経解とその継承



































 藤しばらく / ほぼ・林しばらく・山しばらく・松いささか・後しばらく・佐しばらく
（以上）
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